
 

平成２９年度 指定管理者事業報告概要及び評価 

報告期間：平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日 

 

施 設 名 大和市子安児童館 

指定管理者 大和市子安児童館管理運営委員会 会長 三澤 金一郎 

指 定 期 間 平成２９年４月１日～平成３４年３月３１日 

 

１．事業報告概要 

  【業務実施状況】 

・児童館施設の承認に関する業務 

児童館名 幼児 小学生 中学生 
 その他 

（高校生付

添父母等） 

合 計 
１日平均

（人） 
開館日数 

子 安 301 3,121 299 729 4,450 15 306 

 

・児童館の事業および管理運営に関する業務 

火曜日～金曜日と日曜日正午～午後５時３０分まで、土曜日は午前１０時～午後５時３０分まで（月

曜日と１２月２９日～１月３日の休館日を除く）職員２名の常時配置、児童館としての自主事業の実

施および児童の遊びや生活の指導、施設内巡回、消防訓練の実施、施設内の安全確保について仕様書

に定めるとおり適切に実施した。 

 

・自主事業の計画及び実施（主な事業） 

事 業 名 開催期間 参加者数 

新一年生をむかえて（プレゼント贈呈等） 4/5～5/31 20人 

５月の工作（フェルトでハートのポプリを作成） 5/3～12 24人 

七夕の飾り・短冊作り 6/24～7/7 25人 

サマーフェスティバル(暮石つかみ・パックン競争・ス

ライム作り) 

7/21 101人 

夏休み工作(マジックスティック・スライム) 8/15～29 35人 

９月の工作 共同作品つくり（折り鶴で菊の花・ひま

わりを作成） 

9/2～30 10人 

１０月の工作（バルーンアート） 10/28 111人 

子安児童館まつり（模擬店、こどもラリー他） 10/28 320人 

クリスマス会（影絵、ビンゴゲーム他） 12/9 112人 

避難訓練 12/9 73人 

干支工作（犬のマスコット） 12/21～1/21 22人 

伝承あそび（けん玉、お手玉、あやとり、かるた他） 1/9～14 11人 

おたのしみ会（パントマイム、ジャグリング他） 3/4 92人 

【事業実施状況に関する補足説明】 

   特になし 



２．収支決算概要                                                               （単位：円） 

収   入 支   出 

指定管理料 

（市が指定管理者に払った金額） 5,346,000 

雇用関連経費 
（指定管理者が雇用している職員の

給料、諸手当、福利厚生費等の金額） 3,936,908 

雑入 

（預金利息等） 12 

事業費 
（指定管理者がイベント等事業実施

のために支出した金額） 576,683 

 

 

管理運営費 
（光熱水費や消耗品、修繕等、施設

の維持管理のために支出した金額） 813,890 

収入計（①） 5,346,012 支出計（②） 5,327,481 

    

収支決算 18,531 

※収支差額 18,531円は、平成３０年度特別会計に繰り入れます。 

 

【収支決算に関する補足説明】 

   特になし 

 

３．管理運営に対する評価等 

  指定管理者の管理運営に対する市の評価は次のとおりです。 

  評価にあたっては、平成３０年３月に利用者アンケートを実施し、平成２９年度事業について利用者 

より意見聴取を行いました。 

評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 

・施設の利用事務については、条例等に則り適切に行なわれています。 

・児童館でのルールや決まりを守らず、自分勝手な行動をする児童に対して、根気強く指導し、皆

が気持ちよく楽しく過ごせるように努めた点について評価します。 

・利用者アンケートにおける「スタッフの対応」については、「よい」～「ふつう」と回答する回答

者の割合が前年度同様 100.0％であり、継続して高水準を維持していることを高く評価します。 

・児童館利用の人数が前年度比 103．7％と増加したことは高く評価します。成果のあった取り組み

について振り返り、更なる発展にいかしてください。 

評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか 

・様々な自主事業を実施し、地域での青少年健全育成に努めています。 

・１年を通じて実施している「ドミノ積み」では、記録会を行ない記録更新の意欲を持たせる等、

利用者が継続して児童館に通う機会となりうる企画を実施している点について高く評価します。 

・日頃の遊びの中でも児童同士で教え合えるようにするなど、異学年交流の機会となっている点を

高く評価します。 

・自主事業の企画内容や成果については、児童館指導員連絡会等を通じて積極的に他館へ情報発信

することを望みます。 

評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか 

・防災や事故防止の対策をとり、日常の清掃が適切に行なわれる等、地域全体で安全な施設を維持

するための取り組みが見られます。 

評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか 

・施設の管理運営を安定的に行う上で十分な財務状況と判断します。 

・指定管理会計の収支決算は良好な状況です。 

 


